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練習問題

　わが国の世界遺産は、昨年６月に２件が加わり、現在では１６件

が登録されている。ユネスコ（ＵＮＥＳＣＯ）の世界遺産センター

は、遺産を次世代に守り伝えるため、世界各国に保護を呼びかけて

いる。その考えは、地球の生成と人類の歴史によって生み出され、

過去から引き継がれた貴重な宝物というものだ。それらは国境を越

え、今日を生きるすべての人が共有すべきとしている。

　その種類は、大きく２つに分類される。１つは、遺跡や建造物な

どの文化遺産である。もう１つは、地形や景観、絶滅のおそれがあ

る動植物の生息地などの自然遺産である。この２つの価値を合わせ

もつものを、複合遺産と呼ぶ。

　昨年登録されたうちの１件は、岩手県の平泉の文化遺産である。

浄土（じょうど）を表す建築や庭園、遺跡が評価された。東北地方

には、いくつかの金山が存在したといわれ、１２世紀には平和を祈

る黄金の理想郷があった。その頃の人たちが、独自の視点により、

浄土の世界を表わしたことも、認められた理由の１つである。

　もう１件は、東京都の小笠原諸島の自然遺産である。小笠原は、

東京から約１０００ｋｍ南にあり、海によって隔たれたおよそ３０

の島を指す。大陸とは一度も地続きになったことがなく、島独自に

進化した多くの固有の生き物が見られる。元々は、同じ種類の生き

物が、環境の違いによって、その場所に適する形や色へと変化した

生態系を確認できる。生き物の進化を示した典型的な見本として、

世界的な価値をもつことも認められ登録された。

　また、富士山を世界遺産へ登録しようという活動もある。当初、

自然遺産として検討されていたが、ゴミが多く自然が保全されてい

ないことや、開発が進みすぎているなどの理由から見送られた。そ

こでＮＰＯ法人が、今度は文化遺産に登録するプロジェクトを立ち

上げた。その活動が実を結び、今後登録の可能性が強まっている。

信仰の対象であり、絵画や詩歌などにも登場する文化の母胎という

のが根拠だ。日本の象徴といわれる富士山が、世界遺産として登録

され、遠い未来まで美しい姿が引き継がれることを願う。
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